
 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

【検討事項】 

１.総会資料の検討 

→２月末日締めの４年度収支

決算の監査が終わり次第、第

２号議と第５号議案(５年度

予算案)を一緒に役員会に提

示する。第１号議案、第３号

議案、第４号議案、第６号議

案について、４月２日令和５

年度定期総会に、提案する。

第４号議案の「令和５年度活

動計画」には、〈青少年部〉に

よる「令和４年度に出産のあ

った会員世帯への出産祝い」、

〈財務部〉による「５月に年１

回の自治会費・地域協力費

集金（振り込みによる）」など

新しい取り組みの提案が含ま

れている。 

 

２.金券の取り扱いについて 

 →高齢者や新入学児童などへ

の祝い金としてお渡しする金

券の残りについては、担当部

長から財務部へ返納すること

とし、財務部管理とする。財

務部は、各部長が事務用品

等を立替え購入することが予

めわかり、かつ、納付された

金券額が使用可能な場合、

仮払金として、財務部から各

部へ支給する。 

 

３. 自治会館使用人数制限の 

再緩和について 

 →現在の新型コロナ感染状況

及び社会全体の with コロナの

流れを踏まえ、自治会館 1 階ホ

ールの使用人数を現状の 30

人から 40人に増やす。 

 

※太字下線部が決定事項。 

 

 

 
 
 

 

 

２月 11 日(土)、日限山地域

ケアプラザ多目的ホールにおい

て、各ブロック・班から選出さ

れた令和５年度役員候補者によ

る役職決めの話し合いが行われ

ました。初めに、２人の立候補

者のあった〈会長〉については、

投票が行われた結果、山本利昭

さん（９ブロックＤ班）が会長

候補として選ばれました。山本

さんは、「納涼祭を外部業者に

委託できるところは委託した上

で実施する方向で年度当初から

検討に入る」「会費振込や回覧

の LINE 化によりブロック長、

班長の負担軽減を図る」「防災

ガイドラインの作成」を掲げて、

有効投票数 32 のうち、18 票

を獲得しました。 

副会長、部長、副部長、ブロ

ック長幹事も含めて第３号議案

として総会で審議を受けます。 
 
 

 

 
 

 

 ２月 18 日(土)午前 10 時か

ら、この地域の「防災拠点」と

なる日限山小学校において、

「防災情報受伝達訓練」と「ハ

マッコトイレの訓練」を実施し

ました。 

小学校内の日限山コミュニテ

ィハウスでデジタル無線の使い

方などの講習を区職員から受け、

外では「ハマッコトイレ」に水

をどのように流し込むかを防災

ライセンスリーダーの方たちか

ら実技指導していただきました。 

「ハマッコトイレ」は、災害

時避難所となる学校のプールの

水をくみ上げて、それを仮設ト

イレの下に流すというものです。 

 

 
 

 

 前号で述べた通り、日限山自

治会の中で、今や割合が拮抗し

ている 70 代以上の住民と 50

代以下の住民、長く(31 年以

上)この地にお住いの方々と居

住年数の比較的浅い(20 年以

下)方々がそれぞれ抱える困り

ごとやニーズに対して、いかに

応えていくか、そのことが今、

自治会に求められていることな

のではないかと思います。 

 令和 5 年度会長候補となっ

た山本さんの提唱する「納涼祭

を外注できるところは業者委託

して、役員、ボランティアの負

担を軽減する」「会費振込や回

覧の LINE 化によって現役で働

く世代にとっても参加しやすい

自治会を目指す」という方向性

は、こうした地域の変容に添っ

た、まさに新しい自治会のあり

方を模索する上で、一つの方向

性を示すものといえましょう。 

 また、世代や生活状況を越え

て、「防災」が地域にとっての

キーワードであることも事実で

す。発災時に、地域には高齢者

と子どもたちが残されることも

想定した備えが必要になります。 

２月部長会・役員会報告 

令和５年３月３日 

□２月部長会・役員会報告 
□令和５年度役員候補者の役職決めの話し合い 
□ハマッコトイレ・情報受伝達訓練を実施 
□これからの日限山自治会のあり方～その２～ 

令和５年度役員候補者の 

役職(案)固まる 

防災拠点訓練の実施！ 
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これからの 

日限山自治会のあり方～その２～ 


